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第２章 安全で安心できる生活環境の保全 

第１節．水環境等の保全 

２．水質汚濁の防止対策 

 ⑶ 下水道整備 
 

⑴ 事業目的 

下水道は、快適でゆとりと潤いのある生活環境の創出に加えて、河川や湖沼など公共用水域における

水質保全を図る上から、また、高齢化、少子化の進む本県にとって定住を図るためにも、必要不可欠な

社会基盤施設です。 

下水道の整備によって、都市は勿論のこと農山漁村においても、快適な生活と良好な環境の享受を 

可能にすることは、国民が健康で快適な生活を営んでいくためのいわゆるナショナルミニマムと認識

されています。 

本県の汚水処理人口普及率は全国に比べて大変遅れており、下水道の整備が強く望まれています。 

平成30年度に策定した「島根県生活排水処理ビジョン（第５次構想）」では、令和８年度末の普及率

の目標を87％とし、事業主体である市町村とより一層連携を密にして下水道等の整備に努めていると

ころです。 

   

⑵ 取組状況 

① 流域下水道 

流域下水道とは、市町村が管理する下水道により排除される下水を受けて、処理するために原則

として都道府県が管理する下水道で、２以上の市町村の区域における下水を排除するものであり、

かつ、終末処理場を有するものをいいます。 

島根県では、松江市・安来市を対象とした宍道湖流域下水道東部処理区について昭和49年度から

事業着手し、昭和56年４月に松江市の一部で供用を開始し、昭和63年４月に安来市で供用を開始し

ました。また、平成６年４月から宍道湖・中海の水質浄化のため、窒素及びリンを除去する高度処

理をおこなっています。 

また、松江市（旧宍道町）・出雲市を対象とした宍道湖流域下水道西部処理区については、昭和

55年度から事業着手し、平成元年１月に出雲市の一部で供用を開始し、平成３年４月に松江市(旧

宍道町)で供用を開始しました。 

② 公共下水道 

公共下水道とは、主として市街地における下水を排除し又は処理するために、市町村等が管理す

る下水道で、終末処理場を有するもの又は流域下水道に接続するものです。 

また、公共下水道のうち市街化区域以外の区域において設置されるもので、自然公園法第２条に

規定されている自然公園の区域内の水域の水質を保全するために施行されるもの、又は公共下水

道の整備により生活環境の改善を図る必要がある区域において施行されるもの、及び処理対象人

口が概ね1,000人未満で水質保全上特に必要な区域において施行されるものを特定環境保全公共

下水道としています。 

島根県では、令和元年度末までに公共下水道事業及び特定環境保全公共下水道事業が８市９町

で実施され、供用が図られています。 



 
所属名 問い合わせ先 

下水道推進課 0852-22-5227 

【担当課】 


